
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議的な堅苦しい場より茶飲み場のような机がないところで雑談から出る意見

こそ大事だと思う。 

松之山地域支援員の活動紹介 
【４月から 6 月までの主な活動をご紹介します】 

〇松之山自治振興会会議：理事会（4/15、5/28）、総会（4/23）、総務防災環境部会（5/23） 

〇地域支援員全体会（4/24、6/5） 

〇視察研修会：「小規模多機能自治フォーラム」（5/31） 

〇活動：住民アンケート結果報告（4/11 湯鳥大学、4/26 天水越老人会、5/9 観光協会総会）、 

住民との話し合い（5/14 湯本、5/22 浦田、5/24 松里、5/30 松之山・三省、6/3 布川） 

認識共有化研修会その２（6/6） 

地域内団体などへの 松之山まちづくりアンケート報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域内の集落や団体、グループなどで「これからの社会情勢に合わせて団体運営の改善をしたいの

だけど、話合いの方法が分からない」というご相談でも構いません。お気軽にご相談してください。 

 

 

そんな声にお応えして、小さなグループ単位の報告

会を実施しています。（湯鳥大学、天水越老人会）「ア

ンケート結果から見えること」をご紹介しながら、「人

口減少、少子高齢化が進む中、これからの未来をどう

描いていくのか」ということについて講話や意見交換

をさせてもらっています。「アンケート結果報告を聞

いてみたい！」「意見交換をしてみたい」という声を

いただければ、支援員が「アンケート報告会」を実施

させていただきます。地域内の集落、団体、グループ

などで、お気軽にお声がけください♪ 

 
 

 

アンケート結果が出た
その後はどうするの？ 

アンケート結果を回覧で
見たけどよく分からない 

テーマ別座談会対象者への 松之山まちづくりアンケート報告会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湯本の子育て世代と、昨年度実施したテーマ

別座談会（農業・若手・子育て）参加者を対象に

した、「アンケート結果報告会＆意見交換会」を

実施しました。今回は地区ごとにテーマ別対象

者を一堂にして開催しました。５会場で開催し、

23 人のご参加をいただきました。 

 「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」
を
踏
ま
え
た

意
見
交
換
会
を
し
ま
し
た
。 

他人任せでなく自分たちでもやっていける仕組
みづくりを頑張ってしていきたい。 

子育て世代だが、農業をしている人は土地、農業担
い手の大変なことを考えていることを知った。  

参加者の多くの方々からご意見ご感想をいただき
ました。その中のごく一部ですがご紹介いたします。 

 

参加できなかった人たちも同じ思いがあるはず。会
議的な堅苦しい場より茶飲み場のような机がない
ところで雑談から出る意見こそ大事だと思う。 

地域の現状を知るよい機会だった。世代・職業・
性別が違えばそれぞれの課題、問題もあるが、
それぞれの意見、解決策等が出てくると思う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認識共有化研修会 その２ 
 

 

 
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 
    
 
参加者の多くの方々からご意見ご感想をいただきました。その中のごく一部ですがご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

地域住民を対象にした「アンケート結果報告会」

に合わせて、まちづくりの専門家であり実践者であ

る斎藤主税氏（都岐紗羅パートナーズセンター事務

局長・まちづくり学校理事他）より、講話とワーク

ショップをしていただきました。当振興会委員はじ

め地域住民ほか市内の自治振興会関係者など多く

の方からご参加いただき、参加者は 47 人でした。

「まちづくりは楽しい方がいい」という斎藤氏の言

葉そのまま、参加者の笑顔と意欲的な感想が印象的

な研修会となりました。7 月以降はいよいよ課題解

決に向けた「話合い」が始まります。 

 

【研修会（ワークショップ）に参加した感想】 
 

アンケート結果を踏まえてどんな
課題解決を目指していくの？ 

みんなが意見を出しやすい 
話合いの方法ってあるの？ 

住民参画型の地域全体的な話合いが始まります。 
2018 年度の地域点検により地域課題が具体的に見えてきました。今後は、地域全体的・具体的な

課題解決を目指した、話合いを進めていきます。話し合いの場は、松之山の安心安全元気な未来づく
りに関心と意欲ある方に参加していただきたいと考えています。 
詳細決まりましたらメンバー募集のお知らせをしますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

次のテーマで、ワークショップをしました。 
「将来を見据え、地域住民で取組むべきことは？」 
① グループごとにアイデアを出し合う。 
② 会場全員でシールを貼り、評価し合う。 
「これはいいね！（赤）」  
「すぐにできそうだ！（緑）」 

【アンケート結果報告を聞いての感想】 
 
若い人の愛着心が高いのは希望
がある！（30 代女性） 

地域に愛着があるけど将来
に不安を感じている様子。
（40 代男性） 

これからも子どもたちが住み
続けられる仕組みづくりが必
要なのではないか。 
（30 代女性） 

地区別・年代別に課題が違うと
感じた。（無記名） 

40 代・50 代の女性が「自分の子どもに住み続けて欲しいと思わな
い」と回答していることが、子どもの進路にとても影響を与えてい
る気がする。（40 代女性） 

数値化は手段。
（結果はどうあ
れ）話し合いが
大切だね。（50
代男性） 

結果報告を住民の多

くの方から聞いてほ

しい。大切な事に気

付くと思われる！

（無記名） 

おしゃべりを通しての話し合
いは楽しく、いろいろな意見
（妄想）が出やすい。今後の会
議等にも取り入れていきたい。
（30 代男性） 
 

ざっくばらんに発言し、思いつ
く妄想を言っていくことで色
んなアイデアが出てきてとて
も勉強になった。若い方、いろ
んな世代の意見を是非聞きた
いと思った。（30 代女性） 
 

会議形式だと一言も話せない
かもしれないが、とてもスムー
ズに全員の意見が出て、やり方
ひとつで随分違うということ
に感動！とても有意義な時間
でした。（30 代女性） 

素直な気持ちでアイデアが出
た事が良かった。自分として
は、ボランティアをやって楽し
いと思うような交流やイベン
トを考えていきたい。 
（60 代男性） 
 

ワークショップは皆苦手な意
識があるが、このようなワーク
ショップは様々な場で活用で
きる。（50 代男性） 

面白い意見が沢山出ました。前
向きな方々の意見が聞けて良
かったし、何か少しでもより良
い方向に向かっていけたらい
いと思う。（50 代女性） 


